
評価の方法・基準、資料等

前時の課題と本時の目標

の確認をする。

1 ４つの場合の２次関数の

グラフのかき方を説明する。

2 練習問題を解かせる。

本時のまとめと次時の

予告をする。
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第 ２ 章　２次関数
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　　　3.２次関数のグラフ　　　　　　　　　　( 本時はその1時間目)
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(　数　学　Ⅰ　)　　学習指導案

選択教室　１

改訂版　高校の数学Ⅰ (　数研出版　)

第 １　節　２次関数のグラフ
　　　1.身近な関数
　　　2.関数のグラフ

　　　プリント

5分

　生徒数　27 名　（女子　27　名）

  プリント

40分

5分

　２次関数のグラフをかけるようにさせる。

1式の形から、頂点が0 1p,q  ,0 1p,0  ,0 10,q  ,0 10,0 の場合に分けて求められる。

2式の形から頂点以外の点0 1y 切片か点0 11, y が、適切に求められる。

3頂点と調べた点の座標を使って座標平面上にグラフがかける。

1　y=a 2
0 1-x p +q

2　y=a 2
0 1-x p

3　y= 2ax +q

4　y= 2ax

　次の２次関数の頂点、軸

(  )に凸、通る点を調べグラ

フをかけ。

1　y=-2 2
0 1+x 1 +3

2　y=2 2
0 1-x 2

3　y=- 2x -1

4　y=2 2x

5　y=- 2
0 1-x 1 +2

6　y=2 2
0 1+x 2

7　y=2 2x +1

8　y=-2 2x

　式の形によって頂点が0 1p,q

0 1p,q  ,0 1p,0  ,0 10,q  ,0 10,0 の 4 種類に

なることに注意させる。

　式の形から頂点以外の点

0 1y 切片か点0 11, y を求める際に

代入する x の値が0 か 1 になる

ことに注意させる。

　頂点と調べた点の座標を使

って座標平面上にグラフがか

けるように練習させる。

　机間指導を行い、生徒の理

解状況を確認する。

　式の形から頂点の座標や頂

点以外の点が正しく求められ

ているか確認する。

　グラフをかく際に、座標通

りに点が取れているか、滑ら

かな曲線でかけているかを確

認する。

　２次関数の定義や性質につい

て理解することが出来る。

（知識!理解）

　２次関数のグラフの頂点、軸、

(  ) に凸を求めることが出来る。

（知識!理解）

　２次関数のグラフを書く際に頂

点以外の点を適切に求めることが

出来る。

（知識!理解）

　座標平面上に適切に点を取り、

放物線がかける。

（表現!処理）
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